
総 説

第 １ 章



１ 主な活動状況等

(1) 主な活動状況（令和５年１月～令和５年 12 月）

① 不当労働行為の審査事件等の取扱件数及び終結状況

ア 不当労働行為の審査 (単位：件)

(注)処理日数とは、申立から終結までの日数。

イ 労働争議の調整 (単位：件)

(注)所要日数とは、調整員の指名から終結までの日数。

ウ 個別的労使紛争のあっせん (単位：件)

(注)処理日数とは、申請から終結までの日数。

② 労働組合の資格審査 (単位：件)

③ 労働争議実情調査

争議行為予告通知が義務付けられている公益事業 43 件（前年繰越３件・新規 40件）

について、実情調査を実施した。

(2) 不当労働行為事件に係る審査期間の目標及び実績

当委員会における審査期間の目標は、令和５年度から 15 か月とした。なお、令和５年中

に終結した不当労働行為事件はない。

取 扱 件 数 終 結 状 況

翌年

繰越
前年

繰越

新規

申立
計 命令 決定 棄却 和解 取下 計

平均

処理

日数

０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ － １

取 扱 件 数 終 結 状 況

翌年

繰越
前年

繰越

新規

申請
計 解決 打切 取下 移管 計

平均

所要

日数

１ ２ ３ １ １ １ ０ ３ 75(日) ０

取 扱 件 数 終 結 状 況

翌年

繰越
前年

繰越

新規

申請
計 解決 打切 取下 移管 計

平均

処理

日数

３ 17 20 ６ 11 ０ ０ 17 73(日) ３

取 扱 件 数 処 理 状 況
翌年

繰越
前年

繰越

新規

申請
計 適合

取下

打切
不適合 計

０ １ １ ０ ０ ０ ０ １
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２ 労働委員会の構成
(1) 委 員

静岡県労働委員会は、労働組合法第 19 条の 12 の規定に基づき、労働者を代表する労働者委

員、使用者を代表する使用者委員、公益を代表する公益委員の各５人、計 15 人で構成されてい

る。

労働者委員については県内の労働組合の推薦により、使用者委員については県内の使用者団

体の推薦により、公益委員については使用者委員及び労働者委員の同意を得て、県知事が任命

する。委員の任期は２年である。

委員会には、会務を総理するため、会長及び会長代理（会長に故障がある場合に代理する委

員）がおかれ、それぞれ公益委員の中から選出される。第 45期の会長は森本耕太郎委員、会長

代理は宮田逸江委員である。

第 45 期委員（令和４年６月１日～令和６年５月 31日） ◎会長 ○会長代理

区分 氏 名 現 職 等 委 員 歴

公

益

委

員

森 本 耕 太 郎
（もりもと こうたろう）

弁護士 平 28. 6. 1（第 42 期）～

○ 宮 田 逸 江
（みやた いつえ）

弁護士 平 30. 6. 1（第 43 期）～

笹 原 恵
（ささはら めぐみ）

国立大学法人静岡大学情報学部長

学術院情報学領域教授
平 26. 6. 1（第 41 期）～

縣 郁 太 郎
（あがた いくたろう）

弁護士 令 4. 6. 1（第 45 期）～

本 庄 淳 志
（ほんじょう あつし）

国立大学法人静岡大学人文社会科学部

教授
令 4. 6. 1（第 45 期）～

労

働

者

委

員

中 西 清 文
（なかにし きよふみ）

一般社団法人静岡県労働者福祉協議会

理事長
平 30. 6. 1（第 43 期）～

西 村 多 佳 子
（にしむら たかこ）

メガネトップ労働組合中央執行委員長 令 2. 6. 1（第 44 期）～

菅 勝 幸
(すが まさゆき)

ＵＡゼンセン静岡県支部支部長 令 4. 6. 1（第 45 期）～

髙 橋 真 澄
(たかはし ますみ)

トクラス労働組合執行委員長 令 4. 6. 1（第 45 期）～

齋 藤 裕 光
(さいとう ひろみつ)

ヤマハ発動機労働組合書記長 令 4. 6. 1（第 45 期）～

使

用

者

委

員

秋 山 辰 巳
（あきやま たつみ）

元一般社団法人静岡県経営者協会専務理事 平 24.11. 1（第 40 期）～

堀 田 尚 志
（ほった ひさし）

元株式会社静岡銀行監査役
平 28. 6. 1（第 42 期）～

令 5. 6.30（第 45 期）

髙 井 正 人
（たかい まさと）

元ヤマハ株式会社執行役員

人事・総務本部長
令 2. 6. 1（第 44 期）～

山 﨑 伊 佐 子
(やまざき いさこ)

フジ物産株式会社代表取締役社長 令 4. 6. 1（第 45 期）～

松 下 惠 美 子
(まつした えみこ)

三協紙業株式会社代表取締役社長 令 4. 6. 1（第 45 期）～

天 野 崇 志
(あまの たかし)

一般財団法人静岡県銀行協会

専務理事 事務局長
令 5. 7. 1（第 45 期）～

◎
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(2) あっせん員候補者

静岡県労働委員会は、労働関係調整法第 10 条及び第 11 条に基づき、労働争議のあっせんに

備えて、あっせん員候補者を委嘱しており、現委員、事務局長等に委嘱している。

あっせん員候補者名簿 （令和５年 12 月末現在）

氏 名 閲 歴

森 本 耕太郎 弁護士、労働委員会委員

宮 田 逸 江 弁護士、労働委員会委員

笹 原 恵 静岡大学情報学部長、静岡大学学術院情報学領域教授、労働委員会委員

縣 郁太郎 弁護士、労働委員会委員

本 庄 淳 志 静岡大学人文社会科学部教授、労働委員会委員

中 西 清 文 一般社団法人静岡県労働者福祉協議会理事長、労働委員会委員

西 村 多佳子 メガネトップ労働組合中央執行委員長、労働委員会委員

菅 勝 幸 ＵＡゼンセン静岡県支部支部長、労働委員会委員

髙 橋 真 澄 トクラス労働組合執行委員長、労働委員会委員

齋 藤 裕 光 ヤマハ発動機労働組合書記長、労働委員会委員

秋 山 辰 巳 元一般社団法人静岡県経営者協会専務理事、労働委員会委員

髙 井 正 人 元ヤマハ株式会社執行役員 人事・総務本部長、労働委員会委員

山 﨑 伊佐子 フジ物産株式会社代表取締役社長、労働委員会委員

松 下 惠美子 三協紙業株式会社代表取締役社長、労働委員会委員

天 野 崇 志 一般財団法人静岡県銀行協会専務理事 事務局長、労働委員会委員

鈴 木 洋 子 労働委員会事務局長

浅 田 伸 明 労働委員会事務局調整審査課長
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(3) 事 務 局

①本務職員

委員会の事務を処理するため事務局が置かれ、事務局長以下の職員が配置され、

所掌の事務を行っている。

平成 11 年度までは総務課の一課体制であったが、フラットな組織形態の導入と総

務事務の集中化を図るための組織改正により、平成 12 年度から総務課が廃止され、

総務室と調整審査室の二室体制となった。また、平成 22 年度の組織改編により、

「室」の呼称を「課」に改め、「係・スタッフ」を「班」に改めた。なお、総務課

の職員は、人事委員会事務局、監査委員事務局の各総務課の職員との併任となって

いる。

（令和５年度における事務局の組織）

（総務課長） 総務班（４人）

事務局長 次長兼総務課長

調整審査課長 課長代理 調整審査班（４人）

②兼務職員

県内各地域の労働情勢の迅速な把握、労働問題に関する身近な相談の実施により、

紛争の未然防止と労使関係の安定を図るため、各県民生活センターの職員及び労働

相談員が、委員会の事務を兼務している。

（令和５年度における兼務職員の配置）

東部県民生活センター（沼津市）…３人

中部県民生活センター（静岡市）…３人

西部県民生活センター（浜松市）…３人
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（１）総会

労 使
1696 R5. 1.11 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1695回総会(定例)の議事録

宮田 西村 堀田 (2) 個別的労使紛争あっせん事件(４(個)８号)[開始]
笹原
縣

－
髙橋

髙井
－

(3) 「あっせん」の実践を踏まえた知事部局へのフィード
バック

本庄 － 松下 (4) 大規模災害発生時における安否確認
(5) 静岡県労働委員会総会のペーパーレス化について
(6) 令和４年度労働委員会勉強会

1697 R5. 1.25 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1696回総会(定例)の議事録
宮田 西村 堀田 (2) 個別的労使紛争あっせん事件(４(個)９号)[開始]
－ 菅 髙井 (3) 令和５年度総会及び諸会議等の日程
縣

本庄
髙橋
齋藤

－
－

(4) 「あっせん」の実践を踏まえた知事部局へのフィード
バック

(5) 令和４年度労働委員会勉強会
1698 R5. 2.22 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1697回総会(定例)の議事録

宮田 西村 堀田 (2) 争議あっせん事件(４(調)６号)[打切り]
－ 菅 髙井 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(４(個)８号)[打切り]
縣 髙橋 山﨑 (4) 争議行為の予告

本庄 － 松下 (5) 個別的労使紛争のあっせんに関する要綱について
(6) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について
(7) 関東ブロック労委労協第45回総会及び研修会の結果報告
(8) 令和４年度個別労働紛争解決研修の結果報告
(9) 令和４年度労働委員会勉強会

1699 R5. 3.8 ○ 森本 中西 秋山 (1) 「個別的労使紛争のあっせんに関する要綱」の改正
宮田 西村 堀田 (2) 第1698回総会(定例)の議事録
笹原 菅 髙井 (3) 第1641回公益委員会議の議事の概要
縣 髙橋 山﨑 (4) 争議行為の予告

本庄 齋藤 松下 (5) 不当労働行為事件審査期間の目標の上方修正
(6) 「組合資格審査事務処理要領」の改正
(7) 「非組合員の範囲の認定告示事務処理要領」の改正
(8) 「争議行為予告通知の取扱・実情調査事務処理要領」

の改正
(9) 「公益委員会議事務処理要領」の改正
(10) 中労委・知事部局への報告事項の事務処理要領への反映
(11) 公印押印事務の見直しの事務処理要領への反映
(12) 労働相談員のあっせんの場への出席の扱いについて
(13) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について
(14) 令和５年２月議会常任委員会(産業委員会)の報告

1700 R5. 3.22
○

森本
宮田

中西
西村

秋山
堀田

(1) 労働委員会の所管する事務に係る行政手続等における情報
通信の技術の利用に関する規則の一部改正について

－
縣
－

菅
－

齋藤

髙井
山﨑
松下

(2) 労働委員会が保有する保有個人情報が記録されている
文書等の写しの交付等に要する費用等を定める要綱
(案) 及び 静岡県労働委員会における保有個人情報が
記録されている文書等の写しの交付等に関する事務等
の取扱い(案)について

(3) 「不当労働行為事件審査事務処理要領」の改正
(4) 「組合資格審査事務処理要領」の改正
(5) 「非組合員の範囲の認定告示事務処理要領」の改正
(6) 「公益委員会議事務処理要領」の改正
(7) 「労働争議あっせん事務処理要領」の改正
(8) 「調停事務処理要領」の改正
(9) 「仲裁事務処理要領」の改正
(10) 「争議行為予告通知の取扱・実情調査事務処理要領」

の改正
(11) 「個別的労使紛争のあっせん事務処理要領」の改正

３　総会及び公益委員会議の開催状況

出席委員(○印…議長)
公

　労働委員会は、合議体としての性質上、総会・公益委員会議等の会議を中心にして業務を行って
いる。
　総会は、公益委員、労働者委員、使用者委員の各５人、計15人の全員による会議で、毎月２回定
例総会を開催することとしている。令和５年は17回開催した。
　公益委員会議は、不当労働行為救済申立ての審査、労働組合の資格審査等を行うため、通常、総
会の開催日に開催することとしている。令和５年は10回開催した。

回 開催日 議　　　　題
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労 使
出席委員(○印…議長)
公

回 開催日 議　　　　題

(12) 第1699回総会(定例)の議事録

(13) 静岡県労働委員会事務局組織規則の一部改正について
(14) 第1642回公益委員会議の議事の概要
(15) 個別的労使紛争あっせん事件(４(個)９号)[解決]
(16) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)１号)[開始]

(17) 争議行為の予告
(18) 第150回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の議題

検討
(19) 労働委員会事務局の成果指標の設定

1701 R5. 4.11 ○ 森本 中西 秋山 (1) あっせん員候補者の委嘱
宮田 西村 堀田 (2) 第1700回総会(定例)の議事録
笹原 菅 髙井 (3) 争議あっせん事件(５(調)１号)[開始]

縣 髙橋 － (4) 個別的労使紛争あっせん事件(４(個)７号)[打切り]
本庄 齋藤 松下 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)２号)[打切り]

(6) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)３号)[開始]
(7) 労働争議の終結状況
(8) 第150回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の議題

検討
(9) 令和４年度主要業務の執行状況
(10) 令和５年度事務局体制

1702 R5. 4.26 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1701回総会(定例)の議事録
宮田 西村 堀田 (2) 争議あっせん事件(５(調)２号)[開始]
笹原 菅 髙井 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)１号)[打切り]
縣 髙橋 山﨑 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)４号)[開始]

本庄 齋藤 松下 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)６号)[開始]
(6) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について

1703 R5. 5.24 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1702回総会(定例)の議事録
宮田 西村 堀田 (2) 第1643回公益委員会議の議事の概要
笹原 菅 髙井 (3) 争議あっせん事件(５(調)１号)[取下げ]
－ 髙橋 山﨑 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)５号)[開始]

本庄 齋藤 松下 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)７号)[開始]
(6) 労働争議の終結状況
(7) 第150回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の結果

報告
1704 R5. 6.13 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1703回総会(定例)の議事録

宮田 西村 堀田 (2) 第1644回公益委員会議の議事の概要
笹原 菅 髙井 (3) 争議あっせん事件(５(調)２号)[打掛け]
縣 髙橋 山﨑 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)３号)[解決]

本庄 齋藤 松下 (5) 争議行為の予告
(6) 労働争議の終結状況
(7) 令和５年度全国労働委員会会長連絡会議の結果報告
(8) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会第１回

運営委員会の会議概要
(9) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の議題

について
(10) 令和５年度関東地区労使関係セミナー（第１回）に対

する協賛名義の使用許可
(11) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について

1705 R5. 6.28 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1704回総会(定例)の議事録
宮田 西村 堀田 (2) 第1645回公益委員会議の議事の概要
笹原 － 髙井 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)８号)[開始]
縣 髙橋 山﨑 (4) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について

本庄 － 松下
1706 R5. 7.11 ○ 森本 中西 秋山 (1) あっせん員候補者の委嘱

宮田 － 髙井 (2) 第1705回総会(定例)の議事録
笹原 菅 山﨑 (3) 第1646回公益委員会議の議事の概要
縣 髙橋 松下 (4) 争議あっせん事件(５(調)２号)[解決]

本庄 齋藤 天野 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)４号)[解決]
(6) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)５号)[解決]
(7) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)６号)[解決]
(8) 第37回14都道府県労働委員会使用者委員会議の結果報告
(9) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会運営委

員会運営委員の労働委員会委員退任に伴う後任の選出
について
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労 使
出席委員(○印…議長)
公

回 開催日 議　　　　題

1707 R5. 8.23 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1706回総会(定例)の議事録
宮田 － 髙井 (2) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)８号)[打切り]
笹原 菅 山﨑 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)９号)[開始]
縣 髙橋 － (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)10号)[開始]

本庄 齋藤 天野 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)11号)[開始]
(6) 労働争議の終結状況
(7) 地方公営企業等の労働関係に関する法律第５条第２項

の規定に基づく非組合員の認定に関する告示について
(8) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の開催

について
(9) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の議題

回答案の検討
(10) 第78回全国労働委員会連絡協議会総会の開催について
(11) 令和５年６月議会常任委員会(産業委員会)における報告
(12) 令和５年度監査・決算審査における質疑応答

1708 R5. 9.6 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1707回総会(定例)の議事録
宮田 － 髙井 (2) 第1647回公益委員会議の議事の概要
－ 菅 山﨑 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)７号)[打切り]
縣 髙橋 松下 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)10号)[打切り]

本庄 齋藤 天野 (5) 静岡県労働委員会の審査体制に関する意見について
(6) 令和５年度公労使委員合同研修及び公労使委員個別紛

争専門研修の開催について
(7) 委員研修会の開催について
(8) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について

1709 R5. 9.27 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1708回総会(定例)の議事録
宮田 西村 髙井 (2) 第1648回公益委員会議の議事の概要
笹原 菅 山﨑 (3) 不当労働行為事件(５(不)１号)[開始]
縣 髙橋 松下 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)９号)[打切り]

本庄 齋藤 天野 (5) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)11号)[打切り]
(6) 争議行為の予告
(7) 第151回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の結果

報告
(8) 令和５年度公労使委員合同研修の結果報告
(9) 労働委員会在り方・ビジョン検討小委員会について

1710 R5.10.25 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1709回総会(定例)の議事録
宮田 － 髙井 (2) 第1649回公益委員会議の議事の概要
－ 菅 山﨑 (3) 争議行為の予告
縣 髙橋 松下 (4) 労働争議の終結状況

本庄 齋藤 天野 (5) 関東ブロック労委労協第19回委員研修会の結果報告
(6) 令和５年度｢個別労働関係紛争処理制度周知月間｣にお

ける取組
(7) 監査結果に関する報告
(8) 令和５年９月議会常任委員会(産業委員会)における報告

1711 R5.11.8 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1710回総会(定例)の議事録
宮田 西村 髙井 (2) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)12号)[開始]
笹原 菅 － (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)13号)[開始]
縣 髙橋 松下 (4) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)14号)[開始]

本庄 齋藤 天野 (5) 争議行為の予告
(6) 労働争議の終結状況
(7) 令和５年度決算特別委員会について

1712 R5.12.6 ○ 森本 中西 秋山 (1) 第1711回総会(定例)の議事録
宮田 － 髙井 (2) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)13号)[打切り]
－ 菅 山﨑 (3) 個別的労使紛争あっせん事件(５(個)14号)[打切り]
縣 髙橋 松下 (4) 争議行為の予告

本庄 齋藤 天野 (5) 労働争議の終結状況
(6) 第78回全国労働委員会連絡協議会総会の結果報告
(7) 令和５年度公益委員研修の結果報告
(8) 令和５年度公労使委員個別紛争専門研修の結果報告
(9) 第152回関東ブロック労働委員会三者連絡協議会の議題

について
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（２）公益委員会議
出席委員
(○印…議長)

1641 R5. 2.22 ○森本 (1) 不当労働行為事件審査期間の目標の上方修正
宮田 (2) 「組合資格審査事務処理要領」の改正
－ (3) 「非組合員の範囲の認定告示事務処理要領」の改正
縣 (4) 「争議行為予告通知の取扱・実情調査事務処理要領」の改正

本庄 (5) 「公益委員会議事務処理要領」の改正
(6) 成果指標の設定
(7) 労働相談員の「あっせん」の場への出席の扱いについて

1642 R5. 3.8 ○森本 (1) 成果指標の設定
宮田
笹原
縣

本庄
1643 R5. 4.26 ○森本 (1) 令和５年度全国労働委員会連絡協議会公益委員連絡会議の議題の募集について

宮田 (2) 第89回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の議題回答案の検討
笹原
縣

本庄
1644 R5. 5.24 ○森本 (1) 第89回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の結果報告

宮田
笹原
－

本庄
1645 R5. 6.13 ○森本 (1) 令和５年度十四都道府県労働委員会公益委員会議の議題提案について

宮田 (2) 第90回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の議題について
－
縣

本庄
1646 R5. 6.28 ○森本 (1) 非組合員の認定告示

宮田
笹原
縣

本庄
1647 R5. 8.23 ○森本 (1) 令和５年度十四都道府県労働委員会公益委員会議の開催について

宮田 (2) 令和５年度十四都道府県労働委員会公益委員会議の議題回答案の検討
笹原 (3) 令和５年度関東ブロック労働委員会会長連絡会議の開催について
縣 (4) 令和５年度関東ブロック労働委員会会長連絡会議の議題回答案の検討

本庄 (5) 第90回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の開催について
(6) 第90回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の議題回答案の検討
(7) 令和５年度全国労働委員会連絡協議会公益委員連絡会議の開催要領につ

いて
1648 R5. 9.6 ○森本 (1) 静岡県労働委員会の審査体制に関する意見について

宮田 (2) 第90回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の議題回答案の検討
－
縣

本庄
1649 R5. 9.27 ○森本 (1) 不当労働行為関係(令和５年(不)１号事件の新規申立て)

宮田 (2) 資格審査関係(５(不)１号事件)
笹原 (3) 令和５年度関東ブロック労働委員会会長連絡会議の結果報告
縣 (4) 第90回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の結果報告

本庄 (5) 令和５年度十四都道府県労働委員会公益委員会議の結果報告
1650 R5.12.6 ○森本 (1) 不当労働行為関係(令和５年(不)１号事件の報告)

宮田 (2) 非組合員の認定告示
－ (3) 第91回関東ブロック労働委員会公益委員連絡会議の議題について
縣

本庄

回 開催日 議　　　　題
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